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多発性肺臓膿湯成因に関する実験的研究

京都大学医学部外科教室第2講座（指導青柳安誠教授〕

大学院学生野木村昭平

〔原稿受付昭和31年10月20日〕

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE CAUSE OF MULTIPLE 

PULMONARY ABSCESS IN THE LIGHT OF THE ALLERGY 

by 

SHOI王EI NoGIMURA 

From th巴2ndSurgical DiYis凶11, Kyoto University l¥Icdical School 
(Director: Prof. Dr. Y ASU.¥IASA Ao YA" r) 

＂γe studied the cause of multiple pulmonary abscess in the light of the allergy. 
The conclusion is that the allergic alteration in lung I>γhomo-immunitγbased 
on organ speciality of the lung or pleura can be locus rninoris resi日tcntiaeagainst 

the multiple pulmonary absccs日．

For this experiment we usecl normal rabbits. 

1) To sensitize the animals we prepared a heat alkali precipitinogen from the 

lung including the pleura of the rabbits and injected it intrawnouslγ，a daih・ dose 
of emulsion being gradually incrca日α1by 2～6cc. λftcr 2 weeks of such おじ11日itization,

M℃ examined intracutaneou日 reaction and production of antiboclv i11 blood serum 
ni each animal and then 7 da~’日 later injectecl antigen for reinoculation. 

2) ¥¥Then we intravenousl~· injected the antigen 1γith raw bacteria into 

the animals in which intracutaneous reaction and antibocl)・ in serum were positive, 

multiple pulmonary abscess or pleural exudati1γc inflammation appeared, but in 

other organs any pathological alteration was not oil刈rvetlmacrn日copically.
3) The species of raw bacteria, uc-ccl with antigen at first, was staphylococci, 

but weト；uccecdeclin producin広 asimila1・pulrnonar>・ a hsccss using hemolytic strept-
OCOC（・ior csc l wrichia coli 川 againtuiJcrculous bacilli. 

The ¥'ariciy of raw bacteria did not maller in th山calterations. 

4) The :l111ou11t of antil10!l＞’ in Ii I oocl刈 rumof the 間nsitizcd animals ¥¥・hich 

was examined after the manner of Torikata’s volumetric method of precipitation 
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showed the highest value in about 2 weeks (average 16.3 days) after the sensitiz-

ation. 
5) The pulmonary abscess which we could make to produce, might histolog-

icall：「 beconsidered as exudative inflammations based on circulatory disturbances in 
~apillar:; blood vessels. 

6) When non-speci白cinclian ink or pigment was simultaneously injected with 

both antigen and raw bacteria, the coloring matter was perceived in histiocyten 
as well as in large exudative cells in a large quantity and a part of it in the 
~tlveolar space. Consequently, it ¥Vas certain that the permeabilit；，ァ ofblood vessels 

and the antibodies might persist in alveolar spaces for a long time and in large 

:iuantities, because of antigen-antibody reaction. 
Accordingly, we could come to a conclusion that multiple pulmonary abscess 

could be caused b~’ some allergic alternation in the lung, too, namely-this allergic 

alternation could become locus minoris resistentiae against raw bacteria producing 

the specific hyperemia of the lung and increasing the permeability of blood vessels, 

whereby the large amount of antibodies was deposited in alveolar spaces and raw 

bacteria entered, through blood YEEEclo-:, into the mid トraceswhere they were left 

for a long time. 

第1章緒 一
吉
田

多発性肺臓践蕩がアレルギー性変化による肺の局所

性抵抗減弱によって起りえないかを実験に匡したのが

本研究である．

既に多発性急性感染性骨髄炎の同問題に関しては中

野が実験しp 多発性化膿性筋炎の同問題に関しては若

山p 高松p 古川，岩切等が実験を行っている．

第2章実験材料

1. 肺（肋膜を含む〉に出発した免疫元（沈降元）

1）試獣
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辻井敏博士に！次いp 試獣の両側頚動脈を切断して失

リ・，lでに瀕せしめP 心臓のなお持動中に心・肺を一括的

に取出LP太し、注射針を右心室壁へ刺入してP その針

先を肺動脈内tこ進入せしめ，生理的frJ:i，，；水で充分に濯

流洗糠を繰り返しp 肺組織が灰白色となるに至って止

める．（日本外科宝函P 23; 58, 1954参照）

3) 熱アルウリ沈昨元の製法

1912年 Schmilltの発表したブJiょによってP 脱血両

肺臓「肋膜を含む）実質を秤量してからp 磁処罰):111寸

で約半量の滅菌海砂と Jt~ こp 肉限的に全く均等性山状

とな渇迄充分に磨砕しp ついで組織1.0gに対し生理、

的食塩水を2.5ccの割合で徐々に注入してP プι分に混
和して組織磨砕乳剤を作製．

つぎにこの乳剤を重湯煎中で70。C30分間加熱しF
肺組織1.0gに対して1/10規定苛性ソーダ2.5ccの割合

に加えてP 再び70。C15分間加熱して溶解しP これを
l分3000廻転， 30分間遠；C.、沈澱して得たやや白濁乃至

清澄な上清を採取して，これに1/10規定塩酸を滴加し
弱アルカリ性（pH7.2）にした．

沈降反応用の抗元と，してはp このやや溜濁した上澄

液あ最後に Seitzの滅過装置（SeitzscherAsbe司

stfilter）で滅過したものを使用した．
2. 起炎菌

本学細菌学教室保存の次の菌を使用した．

i ）黄色ブドウ球菌（寺島株）

ii ）溶血性連鎖状球菌
iii）普通大腸菌

iv) Frankfurt人型株結核菌

以上の菌をそれぞれの培地で培養しP その菌体を生

理的食塩水に浮遊せしめてP 包々につき経静脈it人l止

を／）：のように定めた．

i ）黄色ブドウ球菌（寺島株） O.lirg 

ii ）溶血性連鎖状球tiiO.lmg 

iii）普通大腸商O.lmi!

iv 1 F1・an！、fort人型tt、奇心トミ菌O.Olmg



I I 
3罰 I ! 2 I 3 ~τ 

第3試獣で7～8日にみられたが，沈降子量の最高値は

何れも極めて低かった．

又沈降子量の最高値を示した日はp

あった．

以上の実験により，同種組織蛋白質:J;J!L元となり得

る事を確めi'Jん

実験第2：試験感イ乍量及ひ感作回数の問題に関して

次に前述の組織蛋自体の如何なる量を如何なる回数

だけ感作的に注射すれば，よくその抗元性としての能

働力を果しうるかを知る目的で本実験を行った．

実験方法

健常試獣群の耳静脈内に，前述の沈降えの2～6ccを

連日注射して感作を行ったぷp 第lnr1土感作総量lOcc
でp 第 l，バ~ii; v） 感、 fr lITlJ,:(it 3 ＠，第2試獣は 4lill，第

2群は感作減、li!：ニO仁CでF 第 1試獣は5巨IP 第2試猷は

6 同，句~ 3 群は！：Hrf~.量30ccでP 市 l 試獣は 7 回，第
2試獣l土IOl!ll,;g4 m：は！¥0作総量Weeで，第 l試獣は
12回，第2試獣は14回P 第5群は感作総量50ccでp第

第 1号

肺〔肋撲を含む〕から作製した熱アルカ
リ沈降元3ccを経静除性に 1回かぎり注
射した場合の沈降子量（第1表参照）
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1. 皮肉反応

試獣腹壁皮内に前記肺（肋膜を含む）から作製した

上澄液 （沈降元） l.Occを注射するとp 皮内反応陽性

の際にはp この注射部位を中心として紅金を伴う発赤

腫脹を示すのであるが，時には波蕩を形成することが

ある．そしてこの発赤腫脹反応はt～5日で消退する事

が多い．

2. 血中抗体検査 （沈降反応、の容量的測定法）Vo-

lumetrische Praezipitationsreaktion nach Tυ1・ik-

ata) 

試獣血清0.5ccと反応元の同量を鳥潟教授の沈澱計

(Prazipitinometer r:ach Torikata）内で充分に撹

持混和してからP 37。c~降卵中に30分間静置し再び内容

を充分撹鉾1間口してP I分3000廻転30分間違心沈澱し

その沈査（沈降子＝Prazipitan度目を測定する．こ

の際加えられる沈降元が毎常同一重であれば，その際

の沈降子の大小によって血清中に増強された抗体（沈

降素， Prazipitin）の大小を測定しうるものであって

これが鳥潟教授の沈降反応の容量測定法（Volumclr

ische Prむipitationsreaktionnach Torikata）で

ある．

検査方法第3章
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殺

3頭平均7日で

屠

予備実験

試獣の肺に同種姉組織によって局所性抵抗減弱部位

を作成するアレルギー性変化を発来せしめうる諸条件

を知る目的で予備実験を行った．

実験第1：健常試獣に肺（肋膜を含む）から作製し

た熱アルカリ沈降元3ccを経静脈性に 1回かぎり注射

した場合

同感組織蛋白質がl士たして免疫元となり得るかを知

る目的で本実験を行った．

実験方法

健常試獣3頭を選ぴ前記の肺（肋膜を含む）から作

製した熱アルカリ沈；手元を経静脈性に 1回限り 3ccを

注射し，注射後毎日血清をとって前述の方法により容

量的沈降反応を検査しp 注射10日闘に属殺した．

第4章

実験成績

第 1表及びi'f;l図に示したようである．

所見小指

血清中の抗体（沈昨ポ）はp 第 I, 1話3試獣でit注

射後3日目から，第2試獣ではiJ'.射後2目白から発現

しF その最高値は第 l試獣で6～7日p 第2試獣で7日
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膜腔内にp 第4試獣では右肺下葉にp 第5試獣では右

肋膜腔内及び右肺下薬に惹起注射としてp 前述の沈降

元Zeeを直接注射した．

そして惹起注射後24時間固に血中抗体精強の状態を

既述の方法で検査しP 且つ肺及び肋膜怪の肉眼的組織

学的検索を行った．

実験成績

第3表及び第2図に示したようである．

所見小括

血清中の抗体の最高値は，感作終了後第1試獣は13

日p 第2試獣は13～15日，第3試獣は11～15日p 第4

試獣は15～19日p 第5試獣は13～17日においてみられ

何れの場合も惹起注射で急激に下向した．

沈降子量の最高債を示した日は， 5頭平均 14.4日後

であった．

的
事
昨
年

1

皮内反応

l惹起注射

屠殺

置

肺（肋膜を含む）から作製した熱アルカ

リ沈降元による肺アレルギー現象（第3

表参照）
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→附後自殺

第2図

所見小指

この成績からすれば，感作量はすくなくとも抗元総

量40ce以上の多量を要し，従ってその感作回数はすく

なくとも12回以上に分割することを必要とする事が判

明した．

かくして前述の沈降元を以て，試獣に対して抗元性

能働力を示す事が出来ることを確認した．

よって以後の実験には凡て肺（肋膜を含む〉 から作

製した熱アルカリ沈降元をp 連日2～6eeづっ14日間注

射してp その注射総量50eeとなるようにした．

実験第3；防〔B加莫を含む）から作製した熱アルカ

リ沈降元による肺アレルギー現象に関して

f竺主」竺竺極竺唖竺恒三空
3 I I I - I 2 

I試獣は14回，第2試献は16回と夫々分割注射してy

この感作終了後2週間目に皮内反応を検査し，同時に

血中抗体重を測定した．

実験成績

第2表に示したようである．

｜一三」一三＿I一二ーし二一
I i I ー I 6 

実験方法

健常試獣に，同種肺（肋膜を含む）から作製した熱

アルカリ沈降元も前述の方法に準拠して総量50ee注

射LP その後2週間自に皮内反応が陽性となり，同時

に血中抗体を証明しえた試獣群をえらびP 感作終了後

3週間自に惹起処置として，前述の沈降元lOeeを1回

かぎり注射した．

惹起注射の方法は，第l試獣では経静脈性に，第2

試獣では経静脈性に注射すると同時にp その腹壁皮下

にアドレナリン LOeeを注射し，又第3試獣では右肋

J感作総量及び感作回数と皮内反応及び血
清中抗体量（沈降子量）との関係
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肉眼的所見

第 1試獣 ：左右両肺共に地図状に肝変変化（赤褐色）

を認め，叉両側肋膜墜に少量の濠出液を認めた．

第2試獣．左右両肺共に地図：［｝（に肝変変化を認めp

且つ両側肋膜~に竣液性法出液を多量に認、めた．

第3試獣：左右両蹄共に肉眼的変化を認、めなかっ

た．右肋膜腔には少量の主主出液を認めたぷp 左肋膜経

には漆出液を認めなかった．

第4試獣：右肺下薬の注射部位と思われる所を中心

としてP 米粒大の中心壊死及び其の周辺lこ肝変変化を

認めた．而も左肺p 左右両肋膜腔には変化は認められ

なかった．

第5試獣：；右肺下葉の注射部位と思われる所を中心

として肝変変化及び右肋膜墜に少量の透明な主主出液を

ばめた．左肺及び左肋膜座には変化を認めなかった．

所見小指

惹起注射を経静脈性及び経静脈性と同時にアドレナ

リン注射を腹壁皮下に行った試獣で、はp 何れも姉及び

肋膜墜にのみ変化を生じただけでP 叉惹起注射を肋膜

]!31:に行った試獣では肋膜腔にのみp 肺に行った試獣で

は肺にのみp 又肺と肋膜腔に行った試獣ではp 肺及び

肋膜~に ＆々変化を生じた．

組織学的所見

染色方法

1. ヘマトキシリン・エオジン重染色法

2. ワイゲルト氏弾性線維染色法

所見小括

何れの場合にも姉胞壁は破壊されずp 肺胞中隔の白

血球浸i聞及び赤血球の浸；官Jを認めp 細血管周聞に特に

強く白血球の浸i閏を認めた．

特に第2試獣には多量の赤血球の浸潤を認めp 第 3

試獣及び第5試獣の肋膜上皮細胞は増殖しP！細胞浸i閏

を認めた．第4試獣及び第5試獣では一部強度の出血

細胞浸i関及び境死を認めた．

ワイゲルト氏弾性線維染色法によると血管壁には炎

症性水匿を認めたら 其他特別の病的変化は証明され

なかった．

（顕微鏡写真参照〕

実験第4：起炎菌のみを注射した場合

実験方法

健常無処置試獣l：，各々それぞれ策色ブドウ球菌

（寺島株） O.Jmg.溶血性連鎖状球菌0.1r工g.普通大

腸菌O.Jmg.~結核菌（Frankfurt 人型株） O.O!mgを

1回限り経静脈性に注射しP 注射後1週間屑｝こ前記に

準じて検査した．

実験成績

何れの菌極を注射した場合でもy 脳p 肝p 肺p 腎p

w，大腿骨，肋膜~及び腹腔に膿蕩等病的変化を証明

しなかった．

又組織学的にも病的所見を証明し得なかった．

（顕微鏡写真参照）

第5章本実験

以上の予備実験によって試獣の肺に同種免疫によっ

てアレルギー性変化を発来せしめる諸条件を知りえた

ので本実験を行った．

実験第5：肺 （肋濃を含む）から作製した熱アルカ

リ沈降元による肺アレルギー性変化

実験方法

健常試獣に前述沈降元の2～6ccをp 連日 2週間にE

り総量50cc注射しP その後2週間目に皮内反応が陽性

で岡崎に血中抗体を証明しえた試獣5頭を以て l群と

する 4群をつくりp 感作終了後3週間目に各惹起注射

を行った．

その際各苦手の，第 1試獣は経静；mrt＇こP 第2試獣に
は経占j1l]fi主lこそれぞれ前記の沈降元faceを注射し，特

に第2試獣にはそれと同時にp その腹壁皮下にアドレ

ナリン J.Occをは射しp 又第3試獣には右肋膜睦内2

第4試獣は右肺下業組織内，第5試獣は右肋膜腔内並

びに右姉下業組織内にそれぞれ前述の沈降元Zc;cを直

接に注射した．

そしてか〉る惹起処置として前述の沈降元を注射す

る際日同時に起炎菌と～して第 l試獣群には黄色ブド

ウ球菌（寺島株） O.lmg.第2試獣群には溶血性連鎖

状球菌O.Jmg.第 3試獣群には普通大腸菌O.lmg・第

4試獣群には Frankfurt人型株結核菌O.OJmgを耳

静脈から 1回か．ぎり注射した．

そして以上の惹起処置後7日目に血中抗体増強の有

無を既述の方法を以て検査し，且つ肺及び肋膜隆の肉

眼的及び組織学的検索を行った．

実験成績

第4表 ・第 3図，第5表 ・第4図，第6表・第5図，

第7表・第6図に示したようである．

所見小括

血清中の抗体の最高値い，感作終工後不均16.2.日に

於てみられp 何れの場合も惹起注射及び起炎菌注射後

急i）~に下向しy 再び徐々によ昇した がy 其の後の｛直は

低値であった．
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肉眼的所見

第1群： 黄色ブ ドウ球菌（寺島株） を起炎菌として

第3図 肺 （肋膜を含む〕から作表した熱アルカ
リ沈降元による肺アレルギー性変化 （黄

色ブドウ球菌）（第4表参照）
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9 I皮内反応
IO 

9 1惹起注射
起炎 菌
2 

3 I屠殺

1 3 3 2 3 2 使用した場合

3 3 3 3 3 3 第 l試獣 ：両側肋膜睦内に薄い黄色を呈した穆出液

5 4 3 3 4 3 を少量認めp 右姉には米粒大の散布性殴疹 4個認め

7 6 5 5 4 5 た．左肺には肺尖部に 2fl固米粒大の膿疹を認めた．

9 8 7 7 5 5 第 2試獣：I南側肋膜陸に茶寅色の濠出液を多量に認

11 9 8 9 7 7 めP 右肺に所々地図状に肝変変化を認めたが~蕩は認、

13 IO 11 9 9 9 められなかった．左肺には肺尖部及び中葉部に米粒大

15 IO II IO IO 9 皮内反応 膿蕩3個をi認め， 1部其の膿蕩周辺部に黄色壊死を作
17 10 9 10 10 9 っていた．

19 11 9 9 11 8 第 3試獣：右肋膜墜に黄色濃出液を少量認めたがp
21 11 8 9 11 8 惹起起炎注射菌

左肋膜腔には認められなかった．左右両肺とも病的変
23 1 1 3 2 2 

化は認められなかった．
25 2 2 3 3 3 

第 4試獣：i南側肋膜怪には漆出液を認めなかった．
27 3 2 4 4 4 屠 殺

右肺下薬の注射部位と思われる所を中心としてp 米粒

第4図肺（肋膜を含む）から作製した熱アルカ 大膿疹を作り周辺部に肝変変化を認めた抗 左肺には
リ沈降元による肺アレルギー性変化 （溶

病的変化は認められなかった．
血性連鎖状球菌）（第 5表参照）

第 5試獣：；右肋膜腔に多量の黄色濠出液を認め，右

淀号量T2川’＇.~一一グ’－山4ノeク日戸~一刊丸¥ 下：：；；：：：
姉下業の注射部位と思われる所に中心黄色壊死を呈し

周辺部に肝変変化を生じた病巣を認めた．左肋膜座及

ぴ左肺には病的変化を認めなかった．

第2群 ．溶血性連鎖状球菌を起炎菌として使用した

一則時国主主I3 S 7 'l 11t3 1.s-n11~t.2J .2J".2J 場合

f ↑ 第 I試獣：左右肋膜怪に港出液を語、めなかった．右

民E舟 3量守E守食ま司~ 肺p 肺尖部に米粒大の！践疹 1個認めた．左肺には病的

変化を認めなかった．
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第5図 肺（肋膜を含む1から作製した熟アルカ
リ沈降元による姉アレルギ－t！：：変化（普
通大腸菌）（第6表参照）
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23 2 2 2 

25 3 2 3 2 

27 4 3 4 3 

第6図肺「IJ!J ljil~ を含む〕か ら作製した熱アルカ
リlt：日ノしtこよる防アレルギー性変化
(Fraukbunt人型株結核菌）（第7表参照）
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第2試獣：左右肋膜腔に紫液性無色の法出液を少量 第3群 ：普通大腸菌を起炎菌として使用した場合

認めた．左右両肺及び肺尖部に米粒大股濠各々1個づ 第 1試獣 ：左右肋膜腔に多量の黄褐色法出液を認め

つ認めた． また右肺中業部に米粒 jミijt＇~ifS2個を認め，其の周辺は

第3試獣 ・右肋膜隆に楽液性無色の益事出液を少量認、 黒紫色の肝変変化を呈していた．左肺下葉部に米粒大

めたがp 左肋膜陸p 左右姉には病的変化を認めなかっ 股疹3個を認め，Eつ一部周辺は黄色壊死となってい
fこ. tこ．

第4試獣 ：左右肋膜隆及び左肺には病的変化は認、め 第2試獣：左右肋膜腔に茶黄色の港出液を中等量認

られなかったがp 右肺下業の注射部位を中心として肝 ょうp 右肺及び左姉の中薬及び下業に米粒大股湯を各々

変変化を認めた． 2個づっ認めた．

第5試獣：右肋膜腔に衆液性無色の惨出液を少量認、 第3試獣： ；台肋膜腔に多量の茶黄色の話器出液を認め

めP 右肺下業の注射部位に米粒大政湯 l個を認めp 其 たがy 右肺p 左肺及び左肋膜腔には病的変化を認めな

の周辺部に肝変変化を認めたがp 左肋膜隆及び左肺に かった．

は病的変化は認められなかった． 第4試獣 ：右肺下業は全業にわたり黄色壊死となっ
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第8表肺（肋膜を含む）から作製した熱アルカリ沈降元による肺アレルギー性変化の実験成績

一一一一些主｜黄色ブドウ球菌｜溶血性連鎖状球菌 1 普通大腸菌 ｜ 紡竺互ー

ヤ＼ 惹 l経経ア肋肺肋肺経経ア肋肺肋肺｜経 経ア肋肺 肋肺崎純ア1力肺肋肺
＼＼＼＼走l I ド｜ド 1 ド｜

＼症＼＼＼ 注射｜静昨膜膜｜静時膜膜｜静昨膜膜｜静昨膜膜

＼状＼ ｜脈脈：隆隆｜脈脈；腔陸｜脈脈；陸膝｜脈脈；腔腔

十｜術情 ＋ ｜＋＋  ｜骨骨

＋＋｜＋＋｜＋  L土ー士一
朴朴｜+_I一 一一」空 l十十＋
惜｜

｜十＋十［

＃｜ 同骨骨

ていた．右肋膜殴，左肺及び左肋膜陸には病的変化は

認められなかった．

第5試獣：右肋膜隆には茶黄色の法出液を多量に認

め，左肋膜墜にも黄色の~出液を少量認めた．右姉下

業は黄色壊死となりp 左肺中葉部に小豆大の膿疹 1個

を認めた．

第4群： Frankfurt人型株結核菌を起炎菌として

使用した場合

第 1試獣：左右肋膜睦に衆液性無色のj会出液を少量

認めp 右肺及び左肺の全葉にわたり多数の点状の散布

性膿蕩を認めた．

第2試獣：左右肋膜腔に皇賞液性無色の法出液を少量

認めp 右肺及び左姉に米粒大の多数の散布性膿疹を認

めF なお 1 部其の.1 .＇ ~ j互に黒紫色の肝変変化を呈してい

た所もあった．

第3試獣：右肋膜隆に無色の衆液性濠出液を少量認

めたがp 右肺，左肺及ぴ左肋膜腔には病的変化は認め

られなかった．

第4試獣：：右肺下薬の注射部位と恩われる所に肝変

変化を呈していた．右肋膜腔p 左肺及び左肋膜隆には

病的変化は認められなかった．

第 5試獣：右肋膜隆に少量の無色な紫液性富島出液を

認めp 右肺下薬の注射部位と思われる所に米粒大股疹

1個を認、めたがp 左肺及び左肋膜腔には病的変化は認

められなかった．

又以上各実験に於てp 肺病巣部或は肋膜i参出液から

それぞれその際に注射された菌を培養証明し得てP 他

の薗は立証できなかった．

なお肉眼的に脳，肝，腎，牌3 腹腔， 心p 筋肉及び

骨髄等に駐車湯等病的変化を認めなかった．

所見小指

第8表に示したようである．

1. 惹起注射との関係

惹起注射を経静脈性又は径静脈性に行って同時にア

ドレナリン皮下注射した場合は，何れも肋摸腔及び肺

に病的変化を生じだがp 両者の間に症状の著しい差は

言志められなかった．

併し後者の場合いくぶんその症状は顕著であった．

又惹起注射をそれぞれ肋膜腔p 肺及び肺と肋膜隆に

行った場合にはp 注射を行った箇所に各々症状を呈し

ていた．

2. 起炎菌との関係

各種菌何れの場合にも姉又は肋膜墜に症状を呈する

がp 普通大腸菌，黄色ブドウ球及び結核菌は肺膿蕩を

作りやすしまた普通大腸菌及び黄色ブドウ球菌は膿

胸を作りやすい傾向を示した． （写真参照）

組織学的所見

肋膜腔に主主出液を作った肋膜は，一般に肋膜結締織

の腫脹を来しP 多数の多核白血球p 淋巴球y 赤血球の

浸潤を認めp 細かな小さい線維素を多数作り，語審出細

胞を認めた．

姉に病変を生じた標本には，一般に肺胞は禰慢性に

主主出液で充されP 多数の頼粒細胞，赤血球を認めた．

叉肺胞中隔は一般に肥厚しp 中隔細胞が著しく増殖

しておりp その内に多数の多核白血球p 淋巴球及び単

核球が散在していた．

肺胞内には甚だ多数の大食喰細胞がみられ且つ漆出

液を以て充されていてP 一般に多核白血球が多く p 単

核球p 組織球y 肺胞上皮細胞の剥脱等が認められた．

又肺胞壁には所々伝子形又は紡錘形の上皮細胞から
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なる肺胞上皮細胞が認、められた．

中隔血管は肥厚しP その周辺に多数の白血球の浸潤

がみられ且つ出血を認めた． 1音ll肺胞内には漏性出血

を起していた．

特に大腸菌の場合にはp 肺組織内にや弘境界鋭利な

壊死巣を認の，壊死組織の大部分は軟化融解して無定

形となりp 細胞の形骸は全く認められない．壊死巣の

周辺部は未だ組織の軟化を起していない肺胞中隔や血

管の簸死に陥ったものの外廓を認めF この壊死巣に援

する肺組織には多数の多核白血球p 淋巴球p 単核球等

の浸潤を認めた．また細動脈を中心として定形的な頼

粒細胞を含む血栓形成P 血管壁の炎症世裂が認められp

それを中心として多数の濠出細胞，多核白血球p 出血

等からなる病巣が作られていた．

ワイゲルト氏弾性線維染色法を行うと＇ ＇病巣内 には

細動脈及び姉胞中隔の弾力線維が輪状口走っており，

炎症は構造の変化を起す増殖性のものではなし穆出

性の炎症像を呈していた．

又結核菌の場合には病巣結節は未だ中心に1突死像を

認め得ない状態で， E参出口111:1，類上皮細胞p 多＇！（；：の淋
巴球等を認めp うちに細動脈の 1部が壊死におち入っ

た壁を認める．結節の周辺の肺組織は比較的健常であ

ってP 1部無気肺を起し他の l部は代償性に肺気盛を

起している所もあった．

又以上各菌種いずれの場合にも，肝臓，腎臓及び牌

臓に組織学灼に病的変化を認めなかった．

（顕微鏡写真参照〉

所見小括

局所血管の血行停止，充 ：／•［，血栓形成p 血管壁及び

結締組J織系統の炎tif'tげくI/ff，壊苑，頼粒細胞及び大円

形細胞の浸潤によるp 細血管系統に於ける循環障害に

もとづく法出性炎症であった．

実験第6：肺（肋濃を含む〕から作製した沈降元に

よっての感作試獣に起炎菌のみを注射した場合．

（実験第5への対照実験）

感作試獣に起炎菌のみの注射を行いp 肺及び肋膜腔

に変化を生ずるかを知る目的で本実験を行った．

而も菌の静脈内注射実験のみを行ったのはp 肺或は

胸腔内へ注射した場合のようにp 注射局所への菌直接

浸入による反応の交錯することを避ける為である．

実験方法

健常試獣に前述の沈l；手元を連日 2週間 2～6cc宛総

量50cc;_t'J:f，その後2週間目に皮内反応が陽性で同時

に血中抗体を証明しえた試獣群をえらぴP J容作終了後

3週間固に各積起炎菌を1回限り静脈内に注射した．

即ち起炎瑳？として第 l試獣には黄色ブドウ球菌（寺

川判、1O.lmg.第2試獣には溶血性連鎖状球菌O.lrr.g.

第3試獣には普通大腸菌O.lrr.g，第4試獣には結核菌

(Frankfurt人型車午、） O.Dl mgを耳静脈から 1聞か

ぎり注射した．

そして起炎菌注射後7日目に血中抗体増進の状態を

既述の方法で検査しP Eつ肺及び肋膜腔の肉眼的並び

に組織学的検索を行った．

実験成績

第9表 ・第7図に示したよ うである．

第7国柿〔肋膜を含む〕からa作製した熱アルカ
リ沈；：手元によっての感作試獣に超炎菌の

みを注射した場合（第9表参照〉

i.'tノor ~一て~
降 8t ____L_/ ぺぷ
i d づろ／ ＼ 

ド」LY
:i tι~ 

1 2 2 2 2 

3 2 3 3 3 

5 4 3 3 3 

7 6 7 5 5 

9 7 7 5 6 

11 7 9 7 9 

13 9 10 9 9 

15 IO H 10 10 ｜皮内反応

17 10 11 10 10 

19 10 10 10 9 

21 9 10 9 9 i起炎菌

23 9 9 9 

25 8 9 7 

27 6 8 7 殺

所見小指

血清中の抗体の最高値はp 感、作終了後平均 16.5自に

於て見られ， f•1 !.Lの場合も起炎菌注射により変化をみ
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ず，じよじよに下降した．

肉眼的所見

第 1試獣，第2試獣，第3試獣，及び第4試獣の

肺及び肋膜には病的変化を認めなかった．また心臓，

E司，肝臓牌臓p 骨髄及び筋肉等にも肉眼的変化は認め
られなかった．

組織学的所見

第 1試獣p 第2試獣，第3試獣，第4試獣の肺及び

肋膜に特別の変化を認めなかった．

また肝臓y 牌臓，及び腎臓の組織学的所見にも病的

変化を認めなかった．

（顕微鏡写真参照）

所見小括

肺（肋膜を含む〉から作製した沈降元によった免疫

試獣に，起炎菌のみの静脈内注射を行った場合にはp

肺又は肋膜等に病的変化は惹起できなかった．

実験第7：墨汁及び色素の摂取状態

健常肺及び肋膜隆に於ける墨汁及び色素の摂取状態

を知る目的で次の実験を行った．

実験材料

1) Lithionkarmin液の作製

炭酸リチウム（Lithiumcarbonat）冷水飽和液に

4%の割合に Karmin1 Griibler）を溶解し，重湯煎

で煮沸後冷却鴻過して使用したが，使用前に毎常滅菌

した．

2）墨汁液の作製

1%クエン酸ソーダ加生理的食塩水lOccに対して，

古梅菌製紅花墨の0.5gを約30分間にEってすりp 1 

分2000廻転で30分間遠心いその上澄を 2回鴻過して

使用した．

実験方法

健常試獣に墨汗4cc及び Lithionkarmin液Secを連

日耳静脈から注射しP 注射後1週間自に屠殺し，肺の

肉眼的及び組織学的検査を行った．

実験成績

1）肉眼的所見、

大部分の墨汁及びカルミンは肝臓に摂取されてP 肉

眼的には肺組織に変化を認めなかった．

2〕組織学的所見

墨汗及びカルミンは肺胞壁組織球内に認、められたが

その数は非常に少く肺胞内には少しも証明し得られな

かった．其他に病的変化は認められなかった．

f顕微鏡写真参照）

所見小括

健常肺に於てはp 色素及ぴ墨汁は僅かに肺胞壁組織

球に摂取されP 肺胞内には遊躍の状態でこれを認め得

なかった．

実験第8：肺（肋漢を含む〕から作製した熱アルカ

リ免疫元によって惹起された肺アレルギー性変化時の

墨汁び色素の鎮取状態

前述の沈降元によって肺アレルギー性炎症を惹起し

た場合にはp 血管の透過性に如何なる影響を及ぼすか

を知る目的で3 墨rト及び色素の摂取状態を検索した．
実験方法

健常試獣に前述の沈降元を連日 2～6cc宛2週間総

量50cc注射しp その終了後2週間目に皮内反応が陽性

で同時に血中抗体を証明しえた試獣群をえらぴp 以上

の感作処置終了後3週間目に惹起処置として前述の沈

降元!Dec及び起炎菌として黄色ブドウ球菌（寺島株）

O.lmgを耳静脈から 1回かぎり注射した．

惹起注射の方法はp 第 1試獣は経静脈性に第2試獣

には経静脈性に注射すると同時にその腹壁皮下にア V

レナリン1.0ccを注射し，また第3試獣には右肋膜隆内，

第4試獣は右肺下業組織内p 第 5試獣は右肋膜並びに

右肺下薬組織内に惹起注射として，前述の沈降元2.0cc

を直接に注射した．

而も惹起処置としてP 前述の沈降元及び起炎菌とし

て黄色ブドウ球菌を経静脈に注射した後，墨汗 4cc或

は4%の Lithionkarmin液Secを連日耳静脈から注

射し惹起注射及び起炎菌注射後7日目に屠殺してF

姉及ぴ肋膜隆の肉眼的並びに組織学的検索~行った．

肉眼的所見

その 1 墨汁の場合

一般に健常試獣に単独で墨汁を注射した場合と比絞

してP 著明に薄ねづみ色を呈していた．

第 1試獣：左右肋膜Eさには濠出液を認めなかった．

右肺尖部及び左肺中業部に各々 1個米粒大の膿疹を認

めた．

第 2試獣：左右肋膜れに黄褐色の薄い色を呈した港

出液を少量認めたがp 黒色は呈していなかった．右肺

下楽に米粒大の膿湯1個を認め且つそれを中心として

肝変変化を呈し，左肺は中薬及び下葉に各々 1個づっ

米粒大の膿疹を認めた．

第3試獣l：；左右肺には膿疹は認めずF 且つ黒色を呈

していなかった．右肋膜腔には少量の薄い黄色を呈し

た漆出液を認めたが，左肋膜腔には濠出液は認められ

なかった．

第4試獣： 右蹄下薬注射部位と恩われる部を中心と
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して米粒大の膿疹ーを作りp 且つそれを中心として肝変

変化を呈していた．また右肺は左肺に比して少し薄ね

づみ色を呈してかた．

第 5試獣：右姉下葉注射部f立を中心として米粒大股

蕩を作りp 且つ其れを中心として肝変変化を呈しP 右

肋膜腔には黄色の穆出液を少量認めた．左肺及び左肋

膜腔には病的変化は認められずP また右肺は左肺に比

較して薄いねづみ色を呈していた．

その2. Lithionkarminの場合

一般に軽度の新鮮な赤色をおびていたがp 健常試獣

に単独で色素を注射した場合と比較してP その差は著

明ではなかった．

第 l試獣：左右肋膜墜に薄い黄色を呈した穆出液を

少量認めp 右肺下薬及び左肺下葉に米粒大の膿蕩各々

2個づっ認めた．

第 2試獣：左右肋膜腔に中等量の黄色濠出液を認め

右肺には膿疹は認めなかったがy 所々に出血を呈して

いた．左肺上薬及び中葉に米粒大膿疹を 2個づっ認め

それを中心として 1部黄色壊死を呈していた．

第3試獣：：右肋膜腔に薄い黄色を呈した法出i液を少

量認めたがp 右肺p 左肺及び左肋E莫J腔には病的変化を
認めなかった．

第4試獣：；右肺下薬注射部位と思われる部を中心と

して肝変変化を呈していた．右肺肋膜怪p 左肺及び左

肋膜腔には病的変化は認められなかった．

第5試獣：；右肺下業注射部位を中心として小豆大の

膿疹1個を作り p それを中心として寅色壊死を呈しp

右肋膜腔には少量の黄色漆出液が認められた．左肺及

び左肋膜怪には病的変化は認められなかった．

組織学的所見

その 1 墨汁の場合

一般に法出性炎症像がみられると同時にp 墨汁は禰

蔓性に亘って現われp 肺胞援組織球内に多量に発現p

さらに肺胞内組織球性細胞にも摂取されP 更に 1部は

大量に大法出細胞に摂取されているがp また 1部は肺

胞遠出液中に遊離の状態で認め得た．

その2.Lithionkarminの場合

一般に漆出炎症像に加えて色素は大部分肺胞壁組織

球に摂取されているがp 肺胞内にも発現している．即

ちl部は局所の大法出細胞内に頼粒状として出現しP

1部は細胞に摂取されることなく溶液の状態で肺胞内

の細胞間際に出現していた．

（顕微鏡写真参照〕

所見小括

前述の沈（：？？主による肺アレルギー性変化を来してい

る試獣肺にI／：てはy 比較的大量の墨汁叉は色素は肺胞

内組織球細胞に摂取されて発現しp 禰蔓性に全薬に亘

って現われp 1部は大量に大量差出細胞に摂取されP 1 

i'~＝は肺胞穆出液中に遊離していた．

第6章総括ならびに考察

以上の実験結果を総括してF 次の事実を認、織するこ

とができた．

1.家兎の肺（肋膜を含む「）から作製したSchmidt

の熱アルカリ沈降元はp 免疫元能働力を発揮すること

ができた．

即ち本沈降元を家免静脈内に注射することによって

血中に沈降素の発生を立証できたのである．

2.か与る熱アルカリ沈降元の感作によって，皮内

反応が陽性化しF 同時に血中抗体の発生したことが立

証された家兎に，その感、作終了後3週間固に惹起処置

としてP 前記の抗元と各種起炎菌（黄色ブドウ球菌，溶

血連鎖状球菌，普通大腸菌及び結核菌）を各々同時性に

静脈内に注射してp l週後lこ試獣を屠殺の上剖検し，

さらに肉眼的及び組織学的に検査してp 肺1農蕩または

膿胸の発生していることをつきとめえた．併しp 肝p

腎及び牌臓には組織学的にも変｛じを認めえなかった．

3.この際に，感作処置の終った試獣に起炎菌のみ

の静脈方注射を行ったものではp 肺その他の臓器に病

的変化は認められなかった．

4.感作された試獣にp 惹起処置を行うときはp そ

の試獣怖に於てp 静脈内に注射された墨、汁及びカルミ

ンはp 健常肺では，僅かに肺胞壁組織球に摂取されF

肺胞内には遊離の状態で認、めえなかつたのに反して，

比較的大量の長汁またはカルミンは土P 肺胞内組織球細

胞に娯取されP 凋；之I

大宜に大注皇出細胞に占真取されてF 1部はまた肺胞穆出

液中に遊躍してし、た．

以上の事実から我引む多発性肺膿湯も亦その発生

を肺組織アレルギーの立場からも説明しうると考えた

即ちいまわれわれの行った各種実験結果に於てp 健

常試獣の静脈に一定量の起炎菌を注射しでもp 肺膿湯

を作成することができなかった．

また同種肺組織を以て感作し血中に対肺抗元への

抗体量増加を認めた試獣の静脈内に同じく起炎菌を注

射してもp 肺膿喜善を作成することができなかった．

ところがp 後者の場合；こいでp起炎菌と同時に肺抗
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元をも静脈内に注射すると p 必発的に多発性肺膿協を

作り，またそれに膿脈jを合併するものが多かった．

か、る実験結果は，同種肺［組織による抗元抗体反応

が， やはり試獣肺内に生じ，それが起炎粛に対 する

Locus minoris resistentiaeとなって感染をれしえ

たものと考える．事実我守の組織学的所見に於てもか

〉る惹起試験を行った肺組織に於て，局所肺l血管の血

行停止，ゴビ1(11, J11L栓形成，Jfll管壁及び結締組織糸統の

炎症性＊種，簸死，矧粒細胞1之ぴ大円形細胞の浸潤等

アレルギー性反応変化を認、灼ることができたのであ

る．

而もなおp このアレルギー性l:.(1，［：：，に必要である抗元

が，肺局所にj主人ぬも抑留されていたであろうことは，

実験8（こ於て示されたように惹起試験に抗元と共に注

射された墨汁または色素が肺胞内組織球に摂取されて

発現しp 1刈は大量に大惨出細胞に摂取されp l部は

肺胞内溢血液中に遊雛していた事実は，血管内物質を

肺胞内に多量に析出せしめえたニ と〉な り，ひいては

大量の抗休と抗元が長期胡存在することの可能性を示

すものである．

要するに多発性肺膿場の成因に対しでもP アレルギ

ー性働序を導入することが出来るの℃あるまいか．

起炎菌の種類によってF 肺膿壌をつくり易い場合と

膿胸をつくり易い場合のあることに至つては，その理

由はわからない．

第7章11結論

1. 家兎を同種肺（肋漢を含む）から作製した J:J~ ア

ルカリ沈降Jtを以て充分に感作し，その！R作終了後3
逓問自に，惹起処間として同額沈洋ノ乙及び起炎蘭を経

静脈に同時に；i引 して，定型的な多発性肺殿場（肋模

法出炎を合併j を発宝させることがJ出来た．

2.此の際用いた起炎繭は黄色ブドウ琢繭， 1容1f11性
連鎖状球菌有p 普通大l跨蘭，及び紡懐l泊てあるが3 いづ

れの菌掻によっても本症を発生させることができた．

3. またこの際抗元を合まない前記繭液のみを注射

すると，肺撲場は発来しなかった．

4.感作試獣にはtt；件以応容量測定；去によって，肺
から作製した熱ア）＂＂カリ沈1；午ノじに対ーする抗体の作｛1：を

認めるこ とができ，且つ感作終了後約 2 週習で， ］j~ ，勾

値を示した．

5. か・ る試獣のnrfiにp 組織学均；こ検索 して~Hl1血管

系統における循環l意書に基く穆出性炎定であるアレPレ

ギ一組織像を認め似た．

6.史にか〉 る惹起処［i"！として1.. 1桶（,jじい：（＇j（；をιLii；し

同時に起炎繭を注射した｛も墨r+1立ぴ色素を連日静脈
内に， UHしたところ血管内物質を肺胞内に多量に発現

させることが11', ~で た．

7 以上の紡果から，多発性別］膿協の発現恨鈍の一

つである肺の局所性抵抗減弱発がの原因としてP アレ

ルギー性機序を導入することができるのではないかと

いうことが考えられる．

本研’＇1U土本・｝：・t.'t核研究所よりの研究費の援助を’受け

た事を附して謝意を表する．
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実験第3 肺 i肋携を含む）から作製した罪事アルカリ沈降元による肺アレルギー現象に関して

｜ じ： .！~ ＇1.'), ;・: （.＼.：.・＞，c,'i11.i t111,,w1：：；；立の｜’l. 'l~i'l 
, :rw1' 

JU.惹起処l烹 1;.¥;1::1；元 Bri11白J友；i!J J. B巾胞中i拘の細胞
｝前司直， ｜斗Jill球及び赤J(ll球の浸潤

｜｜ む，1~11.'),ii f仁，；；・；・ ,(,'Jj.,, ¥:. マトし 十，，シ 1!Ci目怖胞

111;,; ( ~ .IJ：、。1Kn：旬開店

IV.惹起処置沈降元肋膜隆i主人．肋膜上皮の肥厚
及び自前l球時；！~j
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実E噴第5 R市 illカ臓を含むJから作製した熱アルカリ沈降元による肺アレルギー性変化

I惹起処置ー 沈降心的ji' p ，記子前 黄色ブ ドウ球
長I. Jjb\~場形成

n.惹起処i量； ltViすし静討 アドレナリン
成；l，起弘前 大ljl，＼関．壊手E組織今呈す

111.る＇，t!J也市 沈降心的hj，起炎蔚 幸ii核繭。
j~；何Yf: J>;i手伝の帆H:j形！戎

11. 惹起処；~： it1ン！心的；ip 起：：：l記l黄色 7・ドウ球I潟．
納rr11.管問IWの1"11111 l'求浸i問
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］．惹起処；E；’ f,.t!I：手JG 11ff• ;
像．多出＊1111泡＇ffi七皮細胞l主び多寿町の淋じf去を
認む

Ill . 惹起処置 沈降；l; i"fi• ii: アドレナ I）／／芝；i：，起

炎保ifi＇，十五日~i . fii節！象強）Ji；大除をノj、寸
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